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▼
第
９
回
お
し
ど
り
学
園

伝
承
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

1
月
19
日
、
第
9
回
お
し
ど
り
学

園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
鳥
取
県
日
野
町
の
民
俗
」

と
題
し
、
鳥
取
県
立
博
物
館
学
芸
員
の

福
代
宏
さ
ん
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
俗
学
と
は
、
一
つ
の
民
俗
の
伝

統
的
な
生
活
文
化
や
伝
承
文
化
を
研

究
対
象
と
し
、
文
献
以
外
の
伝
承
を

有
力
な
手
掛
か
り
と
す
る
学
問
。
日

本
で
は
、
柳
田
国
男
や
折
口
信
夫
ら

を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
学
者
に
よ
っ

て
独
自
の
発
展
を
と
げ
て
き
ま
し
た
。

　

福
代
さ
ん
は
は
じ
め
に
、
日
野
町
を

根
雨
・
日
野
・
黒
坂
地
区
に
分
け
、
根

雨
神
社
秋
の
例
大
祭
や
舟
場
の
稲
荷

祭
、
板
井
原
の
亥
の
子
さ
ん
、
安
原
の

総
日
待
、
本
郷
の
七
荒
神
さ
ん
、
黒
坂

の
舟
流
し
、
上
菅
の
ぬ
す
っ
と
石
、
ひ

の
神
楽
と
い
っ
た
地
域
の
祭
り
や
行
事
、

民
俗
芸
能
を
紹
介
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
教
育
委
員
会
の
調
査

事
業
と
し
て
、「
鳥
取
県
の
民
俗
芸
能
」

「
鳥
取
県
の
祭
り
・
行
事
」
を
行
っ
た
こ

と
も
紹
介
。
当
時
の
調
査
に
は
、
川
上

護
さ
ん（
根
雨
）、森
恵
弘
さ
ん（
黒
坂
）、

牧
智
也
さ
ん（
黒
坂
）の
３
人
も
参
加
し
、

お
か
げ
で
貴
重
な
資
料
を
後
世
に
残
す

こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
祭
り
の
伝
承
に
よ
っ
て
、
異
世
代

や
地
域
の
交
流
、
あ
る
い
は
教
育
は

深
め
ら
れ
る
。
ぜ
ひ
郷
土
の
祭
り
や

行
事
、
精
神
を
若
い
世
代
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
」
と
福
代
さ
ん
。
学
園
生

ら
は
、
今
も
地
域
に
残
る
行
事
や
伝

統
を
伝
承
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

▲日野の伝統文化を紹介する福代さん

お
し
ど
り
学
園
閉
講
式
の
ご
案
内

日
　
時
　
３
月
26
日
（
月
）
午
前
9
時
30
分

場
　
所
　
町
公
民
館
　
講
堂

内
　
容
　
①
修
了
証
授
与
　
②
講
演
「
大
山
は
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
」
／
講
師
　
郷
土

　
　
　
　
史
家
　
大
原
俊
二
さ
ん
　
※
講
演
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

青
パ
ト
会
員
募
集
中

　

町
地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
（
通
称
：
青
パ
ト
）
で
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
者
に
よ
る
事
件
を
未
然
に
防
ぎ
、
明
る
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
協
議
会
事
務
局
（
町
公
民
館
７
４-

０
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
活
動
日
（
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
）】

▼
根
雨
地
区
：
週
２
回
（
月
・
木
曜
日
）
▼
黒
坂
地
区
：
週
１
回
（
水
曜
日
）

▼
日
野
町
青
少
年
育
成
会
が
パ
ト
ロ
ー
ル

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に

　

冬
休
み
期
間
中
の
12
月
25
日
、
青
少

年
育
成
会
の
会
員
10
人
で
夜
間
街
頭
指

導
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、

会
員
ら
は
根
雨
地
区
内
を

二
手
に
分
か
れ
1
時
間
ほ
ど

か
け
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

小
中
学
生
は
冬
休
み
の

暮
ら
し
・
生
活
心
得
と
し
て
、

帰
宅
時
間
が
午
後
5
時
と

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
育

成
会
で
は
、
時
間
を
過
ぎ
て

も
外
出
し
て
い
る
小
中
学
生

に
は
帰
宅
す
る
よ
う
指
導
を

行
っ
た
り
、
高
校
生
に
は
会

員
か
ら
あ
い
さ
つ
の
声
掛
け

を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
は
、

地
域
で
見
守
り
育
て
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
青
少
年
育
成
会
の
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

▲寒さの中、青少年の健全育成を願ってパトロール
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▶肥後永子さん七宝焼きの世界

思い出のふるさとを
作品に

　町公民館では、千葉県我孫子市在住で
下黒坂出身の七宝作家、肥後（旧姓生田）
永
えい こ

子さんの作品展示を昨年 12 月から 1月
まで行いました。
　肥後さんと七宝焼きとの出会いは、市の公民館講
座での小物づくりがきっかけです。
　七宝焼きの特長でもある焼成温度や色の盛り方に
よって様々な変化を見せる様子に魅せられ、次々と
大作にも挑戦するように。意欲的に創作活動に取り
組む中で、次第に多くの芸術家や関係者に認められ
るようになり、昨年行われた第 51 回日本七宝作家
協会展では、会員の部で内閣総理大臣賞を受賞され

ました。
　受賞作品は、肥後さんが子どものころ、母親が蚕
を育て、糸を紡ぎ、織物を織る様子を「ある母の日」
という作品に仕上げたものです。
　肥後さんの作品には、懐かしいふるさとの風景を
題材にしたものが多く、今回の作品展でも日野川に
飛来するオシドリをモチーフにした作品がありまし
た。これからも肥後さんの一層の活躍を祈りたいと
思います。

▲「羽音―水辺の朝」（肥後永子さん作）

第 55 回

協力：日野町歴史民俗資料館友の会　参考：「日野町誌」

神
話
に
関
係
す
る
地
名  

～
地
名
が
語
る　

日
野
の
歴
史
③
～

　
貝
原
と
い
う
地
名
は
、
貝
原

神
社
の
祭
神
で
、
日
本
神
話
に
登

場
す
る
蛤
貝
比
売
（
ウ
ム
ガ
イ
ヒ

メ
）、蚶
貝
比
売
（
キ
サ
ガ
イ
ヒ
メ
）

が
由
来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
私
は
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
結
婚

す
る
」
と
、
ヤ
カ
ミ
ヒ
メ
に
求
婚

を
断
ら
れ
た
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
兄

神
た
ち
は
、
彼
を
亡
き
者
に
し
よ

う
と
、
伯
耆
国
の
手
間
（
現
在
の

南
部
町
）
の
山
の
麓
へ
お
び
き
出

し
、「
こ
の
山
の
赤
い
イ
ノ
シ
シ

を
追
い
下
す
か
ら
、
待
ち
受
け
て

い
て
捕
え
ろ
」
と
命
じ
、
山
頂
か

ら
真
っ
赤
に
焼
け
た
岩
を
落
と
し

た
た
め
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
岩
に

焼
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ウ
ム
ガ
イ
ヒ
メ
と
キ
サ

ガ
イ
ヒ
メ
が
貝
の
汁
な
ど
を
塗
っ

て
治
療
し
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
を
生

き
返
ら
せ
た
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
名
残
か
、
南
部
町
に
は

赤あ
か
い
い
わ

猪
岩
神
社
や
、
手
間
（
天
萬
）

と
い
う
地
名
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
貝
」
は｢

狭か
い

（
山
間

の
狭
い
土
地
）」
に
も
通
じ
、
そ

の
地
形
か
ら
「
カ
イ
ハ
ラ
」
と
名

が
付
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
は
ど
ち
ら
の
説
に
ロ

マ
ン
を
感
じ
ま
す
か
？
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☆町公民館にまちの皆さんから
寄贈いただいた本
雨月荘殺人事件　／　和久峻三
殺人現場は雲の上　／　東野圭吾
白銀ジャック　／　東野圭吾
暗闇のセレナーデ　／　黒川博行

ありがとうございました。

☆町公民館に新しく入ったCD
カフェ・ジャズ BEST30　／　J-POP ヒッツ・
ピアノ BGM ベスト　／　癒しのジャズ BEST
／　楽ジャズ リラックス　／　スギモトファ
ミリー 喜びあふれる　／　リラクシング・ピ
アノ BSET　／　森林セラピー　／　楽ジャズ 
クラシック　／　家カフェ テラス　／ネイ
チャー セラピー アクア

本・CDの貸し出しは
町公民館へ


